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反射と多角形パズル・３ 

 

 図１の五角形ＡＢＣＤＥは，１辺の長さが３㎝の正三角形を７個組みあわせた形をしています。頂点Ａか

らいずれかの辺に向けて小さな球を発射します。球は辺にぶつかると，図２のように入ってきたときと同じ

角度ではね返ります。球は頂点にぶつかると停止します。以下の問いに答えなさい。必要であれば，２枚目

のマス目を使いなさい。 

 

    図１              図２ 

 

 

 

 

 

（１）頂点Ａから球を発射したところ，球は辺ＤＥ，ＣＤの順にはね返ってから頂点Ｅにぶつかって停止し

ました。辺ＤＥ上の頂点Ｄから何㎝の位置に向けて発射しましたか。 

 

 

 

 

（２）頂点Ａから球を発射したところ，３回はね返ってから球は頂点Ｅにぶつかって停止しました。 

「辺○○の頂点○から○㎝の位置」という形で，発射の向きとして考えられるものをすべて答えなさい。

ただし，頂点については，より近いほうの頂点で答えなさい。 
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反射と多角形パズル・３ 

（１）４㎝ 

（２）辺ＣＤ上の頂点Ｃから０.７５㎝の点，辺ＣＤ上の頂点Ｄから２㎝の点， 

辺ＤＥ上の頂点Ｅから０.６㎝の点 

 

（１）球がはね返る辺を対称の軸として，線対称な五角形の鏡映しの像をかいていきます。図①のようにな

って，辺ＤＥ上の頂点Ｄから４㎝の位置です。 

 

図①                 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）図②の場合の，辺ＣＤ上の頂点Ｄから２㎝の点，辺ＤＥ上の頂点Ｅから０.６㎝の点， 

  図③の場合の，辺ＣＤ上の頂点Ｃから０.７５㎝の点が条件を満たします。 

 

   図②                            図③ 
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